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第5表 甘藷の栽培面積 (出没可能)と被害面積
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甘藷の場合は ,パインアップルやサ トウキビに

比べてイノシシの.llj没可能を而債も少な く ,また

被告面節 も少ない｡

3. イノシシによる農作物の被害状況

イノシシによるjlS=作物の 被 ,̀ト撒了は ,年 々 増加

してお り ,196/1年度は全琉で34,403弗に達 した｡

即ち,これは ,1961年度を100とすると ,1965年

度は223,1966年度は404となる｡

1966年の農作物別の彼書状況を見ると第 6表の

ようである.最 も被円雛の大きいのはサ トウキビ

で ,全被害'縦'の73.1%を占め ,次いでパインアッ

プルの20.2% ,その他の農作物 (イネ ,野菜等)

の1.1% ,甘藷の2.6%の順になっている｡

市町村別には ,同頭村が故も多 く ,金字紺こして

76,673弗 ,次いで石垣市,大甘味村,羽地村 ,久志

料 ,名護町 ,束村 ,1/JI.･冊｣~の川和こなっている｡

第6表 1966年度のイノシシによる農作物の被害状況

淑) 琉球政肘林務課の資料より
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は じ め に

猪害のrJj除法には,描麓などの杭極的な方法と猪垣や

忌避物の利用などによる消極的な方法があるが,従来か

ら行われてきた方法の技術的な欠配や政zLn･上のr,rtl題につ

いて話し合い,更に,1jn伸こすれば寂も題卯な最も合理
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l'1/.Jな肌除対策が酢TLされるか,ということについても協

▲流していきたいと)此いJtすO

食餌誘殺法について

関頭村の11:rlL●‡で,サツマイモにネコリンを入れて土

俵車に埋め,それをイノシシに食べさせて成JI)]した異例

があるが,大'Bf刑はt3(:いノJ批ヒと,Tliiわれる｡しかも一度

食べてしまったイノシシ(,上,JtのTB後にタヒななくとも,ど

こかで死ぬiTJf近作があるし.たとえ死なないにしてもそ

の付近の国別に(-i:近祈らないようであるoただ盛 1..㌧を芋

につめる以合にかなりのfl芯が要求されるOイノシシは

非,i;1,I(こ利口なので,Ili3ll"I,が外にもれて艮気を発したり,

又1!lJ.気の多い傷f),にその邦分から形式れるので桝)y]の｢='rJ

を通し得なくなる｡

また,イノシシの大綱 勿である落花tLを山中で誘導川

に)&lFl･し,それに対してLLJ~tlrF'､にわなヤ銃を用いて断除

する73-班も,食糾誘税と捕ifly'=北ねてはいる-/Jl"lpjf)'に実

川M三があると,nJわれるo

忌避物の利用

イノシシの絶対数を少なくするという11-i梅的な防除面

から考えると不hEld:もあるが,しかし従火から広く行われ

ており,-柑 吋ではあるが手っ振りrlFい刀法でありその

効n-も比較的'[:,'iV､O

いろいろな物が利Jllされているが,その一つにイノシ

シのrnLの利川があるoイノシシを解体する際に爪瀬をjrlu

に振り,長1ylllF.i(約-年)欣lFI.して脚 脚獅f-させる｡臭

気が大変強く,効果が良いので空缶Tltに入れて畑の周囲

にlr;;くと粁 l子をLUjぐことができる｡これはと設備の豚の

ml俄でも付 Ilできるものであり,実際に酉表で行われて

いる方法である｡また,lJq衣では次のような方法も行わ

れているOクロツグの朝をとりまいている級維 (フカラ

ー)で純をない畑の周四に二fIiZに張りめぐらして,その一

刀に火をつける｡ちょうど一晩で10ajl.I.]空のImの用四を

燃え尽くすし,所々に爆竹をrLかけておけばイノシシが

関りつかなくなる｡雨の少ない特別 こ利IRされている｡

^問の頭髪を土に埋めただけで効果を 卜げたryljもある

し,またウニ,海藻などの侮産物もよく利mされてい

る｡

人間の汗ばんだ衣服が.イノシシの出没しそうな個所

にかけられている夙;討まItl地の位協へ行くとよく,rJJられ

る｡

イノシシの門性として ,LLiに対して大変敏感な反面非

7F,Iに 慣れやすいという性門が あるとよくいわれている

那,一般に忌地物の利川の場合は一つの方法のみを継続

して行なうと効果がなくなってくるO数純類の方法を適

当に姐3Jelわせるのが矧irjであるO

忌避剤の使用について

抑純ではまだ一触 こは使nlされていないが,忌避剤と

しての化JLP薬剤にラムタリン･/)1'ある0円頭村における.-BtL

験ではその方法にや 適ゝ性を欠いたきらいがあって満足

な結果は得られなかったが,LI-̂人士においては,他の

クマやノウサギ,ネズミなどにも効果を上げている事か

ら,継続した研究が今後も必%)･であるo残Wg]問が6ケ

月もあり,雨などに対してもかなり強いものなので,沖

縄でも l･分活用できるのではないかと思われる｡

猪垣について

悦前石杭みした猫垣が比較的瓜近まで利mされていた

那,lI竺t′l三物が山地に進出した現在では全く,用を旭して

いない0 着占垣作りは 構築階に多大の労プJを必変とする

が,しかし-たん作ってしまえば後の管理はたやすく年

1,2匝Jの捕充で 卜分間に合う.数 ｢･年先を見越した長

)町計間の下に政肘と町村と農民が一体となって行なうな

ら,脱胎的な方法ではあるが,その効果は半永久的で,

かえって他の-附押.Jな対q{:よりもいいのではないかと思

われる｡

金網を張りめぐらす方法は少々指くつくが碓実tJ:.のあ

るものである｡現在北部製糖を通して約4000巻 (1巻,

高さ1mの33TTL)が北部地区に入っているが,総合的な

見地から行なっているのではなく,個々に,割と経折的

にゆとりのある出家が自分の圃劇の)iijEELを担っているだ

けである｡その点に対しても,金網に対する郁臥融iZiと

かみ合わせての,政府による広い地域を一指した所の行

政指泊が望まれるo

現在行われているイノシシの買い振り補助は,イノシ

シをとる一部の人にのみ,その対象が限られているが,

I;H家持に零細規模の農家全体の事を考えるならむしろ金

網に対する補助の万が必要ではないかと思われる｡

わなによる捕獲

イノシシの消極的なGJJ一除法は,イノシシの絶対数を少

なくすることではなく,圃場を中心に考えて,いかにす

ればlEf作物を措富から守れるか,ということである｡従

って一帖的な,剛に合わせ的な方法であって,特定の惜

期叉は地域において被害が少なかったというだけで,そ

の絶対数を減らさない限り,腿家の猪害に対する不安を

ぬぐい.よることはできない｡

沖純北部のイノシシは厄年 1000-1500頭補整 されて

いるにもかかわらずその数は一向に減らない｡いろいろ
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な条件から組合して判断すると常晒約2000頭のイノシシ

が生息しているものと推定される｡猫の行軌確園が 5日

- 1週間で約80k7nである事と桝せて考えると,沖縄北部

の恩場はいつも猪出没の可能性を秘めている事になる.

猪の絶対数を減らす 積極的な方法の1つとしてわれ

われは,わなの利用を見逃すことはできない｡普及員の

A氏は羽地,名護,久志の山中にわなを仕かけ,一夏に

60頭の猫を補辞したようだが,人l棚こ危険なおとし穴や

おそいわなでない,危険性の少ないわななら,数多く仕

かけておいても別に問題はないと思う｡効果的なわなの

仕かけ万についての早急な普及,相中が必要である｡

猟犬 ,猟銃による捕獲

猟犬を依ってのイノシシの駆除も必要でないかと思わ

れる｡近年殺そ剤の使用が多くなってきた関係で優秀な

猟犬が少なくなってきたが,大昔から行われている方法

だけにその働きには極めて大きいものがある｡庫児島県

や台湾においてはすぐれた猟犬がいるようだが,その導

入も考えて見る必要はないだろうかO

又在来の犬でも小さい時からの訓練の仕方によっては

立派な猟犬に仕立てる事は可能だが,この点についても

考えて見る必要はないだろうか｡

猟銃による捕獲も従来から行われているが,銃の管理

に面倒な点が多く,その改善策が望まれる｡しかしなが

らこの猟銃の問題は他の狩猟鳥獣や社会の間喝と直接に

関係しているので難かしい問題である｡猟銃所有者の増

加の間風 こしても,沖縄における-ンターの数は他掛こ

比べて多く,保護鳥獣の数が減少しつつある現状から考

えるとやはり問題があるようであるO

日本本土では害虫の防除にウイルスやバクテリヤ等の

微生物を謂生させる生物股燕の利mの研究など相当行な

われているようだが,イノシシについても同様な方法は

本格r付な研究が行なわれるなら決して不可憶ではないと

思われるOしかしながら豚あるいは人rT.J-3も同じは乳類で

ある事からこの事はむづかしい問題である｡

最 後 に

現場にいると痛切に感ずるが,苛占賃の年々の増加は,

IL21家の勤労意既を減退させるばかりか,那LR問題にも直

接通ずるものと思われる.基幹産業としてパイン,甘清

作を奨励するなら娼害対策の強化も行うべきである｡会

社直'[14の超勤ならまだまだ立ち直れる予裕があるが,個

人のしかも中小規模の農家にとっては,一夜にして1-

2年の汗の結晶が合なしになる事実は致命的である｡折

TTjF3H墾した耕地が次第に荒頼地に変りつつある現在.こ

のことは急を弊する問題である.これを機会に着占害対策

協議会を.-BhZtして,乍指に前向きの姿AjJJLでr,'即題に対処すべ

きである｡ (捕 集 係)

山狩について

幸いに沖縄の島は細長いので大々的なLLl狩りは可能で

ある｡ちなみに沖縄北部で良も広い所が約14knである｡

3m毎に 1人づつ立ったとしても 4,700人おれば十分で

ある｡4,5日をかけてイノシシを一ヶ所に追い込み焦

中的に駆除するならイノシシの完全撲滅も決して不可能

ではないと思われる｡

伝染病の利用について

戦前病気にやられたらしいイノシシの死骸が山中に多

数見られた,という話を老人から聞くが,豚には無害で

野生のイノシシのみに作用する病気について研究して見

てはどうだろうか｡直接死にいたらしめないまでも,繁

殖力を低下させるようなものが出来るなら,描駆除に大

きく貞献すると思うが･･1.
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